
産業衛生技術部会幹事会・総会　資料 

平成27年度第１回産業衛生技術部会幹事会 
日時：平成27年5月15日(金)　12:55-13:55 
会場：ナレッジキャピタル コングレコンベンションセンター（B２F）・会議室１ 

平成27年度産業衛生技術部会総会 
日時：平成27年5月16日(土）15:30～（1時間程度、終了次第フォーラムを開催） 
会場：ナレッジキャピタル カンファレンスルームC（８F）・Ｈ会場 

産業衛生技術部会奨励賞（中明賞）受賞者（部会総会において授賞式を開催） 
・片岡 直也（かたおか なおや） 
(株)豊田自動織機 エンジン事業部 安全総務部 安全衛生Ｇ 東知多ＷＧ 
学歴　平成14年 早稲田大学理工学部環境資源工学科 卒業     
　　　平成16年 早稲田大学大学院理工学研究科環境資源及び材料理工学専攻 修了     
 修士論文「プッシュプル型換気装置の効率的な捕集のための                           
 　　　　　捕捉面速度と流量比の関係に関する研究」                          
職歴　平成16年 株式会社豊田自動織機入社     
 　作業環境測定、現場改善業務に従事し、現在は衛生工学衛生管理者として                           
 　安全衛生管理業務に携わる                          
学会発表・論文・講演等 
「事業場における化学物質管理の実際」第22回産業衛生技術部会大会、平成25年9月 
「鋳物の製造工程における流体解析シミュレーションを用いた粉じん対策の提案」第51回日本労働衛生
工学会、平成23年11月 
所属学会　日本産業衛生学会、日本労働衛生工学会 

・山本 忍（やまもと しのぶ） 
産業医科大学産業保健学部環境マネジメント学科　助教 
研究テーマ　作業環境中の化学物質の測定分析手法の検討 
　　　　　　化学物質代謝物の生物学的モニタリング手法の検討 
　　　　　　化学物質のリスクアセスメントに関する検討 
学歴　平成14年　産業医科大学産業保健学部衛生学科卒業 
　　　平成21年　広島大学大学院医歯薬総合研究科（法医学講座）研究生 
　　　平成25年　佐賀大学大学院医学系研究科医科学専攻（社会医学講座）修士課程修了 
　　　平成25年　佐賀大学大学院医学系研究科（社会医学講座環境医学分野）研究生（現在に至る） 
職歴　平成14年　中央労働災害防止協会入社、作業環境測定士として勤務 
　　　平成27年　産業医科大学産業保健学部環境マネジメント学科　助教（現在に至る） 
最近の学会発表・論文等 
「多環芳香族炭化水素類のバイオマーカーに関する研究：尿中未変化体濃度２」第88回日本産業衛生学
会、平成27年5月 
「有害化学物質の測定・分析法 1,2-ジブロモエタン」作業環境、36巻2号、平成27年 
所属学会　日本産業衛生学会、日本労働衛生工学会、日本作業環境測定研究発表会等 
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I. 新任幹事について 
竹内 靖人（近畿地方会） 
　中央労働災害防止協会　大阪労働衛生総合センター 
　博士（医学）、第一種作業環境測定士 
　所属学会＝日本産業衛生学会、日本労働衛生工学会 
　平成9年3月 北里大学衛生学部産業衛生学科卒業    
　平成20年3月 岡山大学大学院医歯学総合研究科修了　学位（医学博士）取得  
　平成9年4月 中央労働災害防止協会　労働衛生検査センター    
　平成20年7月 　　　　　同　　　　　大阪労働衛生総合センター 
池田 和博（北海道地方会） 
　中央労働災害防止協会　北海道安全衛生サービスセンター 所長 
　労働安全・衛生コンサルタント、第一種作業環境測定士 
　所属学会＝日本産業衛生学会、日本労働衛生工学会、日本人体振動学会 
　昭和51年3月　北海道大学 工学部 衛生工学科 卒業 
　昭和51年4月　楢崎造船株式会社(労務部安全衛生課)入社（室蘭市）  
　平成元年7月　中央労働災害防止協会 
II. 平成26年度産業衛生技術部会事業報告 
1. 第18回産業衛生技術専門研修会の開催 
平成26年5月23日(金) 10:10～12:10　岡山コンベンションセンター4階 407会議室 
テーマ: 岡山地元企業の労働衛生管理の実際 
1.「造船業の労働衛生管理」岩崎 喜久男（岩崎労働安全コンサルタント事務所） 
2.「自動車工業の労働衛生管理」森尾 眞介（三菱自動車工業株式会社水島製作所） 
3.「岡山産業保健推進センターが実施した労働衛生調査研究のまとめ」西出 忠司（岡山産業保健総合支
援センター相談員） 

2. 産業衛生技術部会総会の開催 
平成26年5月24日(土) 14:30～15:30、岡山コンベンションセンター2階 展示ホール 
産業衛生技術部会奨励賞(中明賞)授賞式：中原浩彦氏（EMGマーケティング）、中村憲司氏（労働安全
衛生総合研究所） 

3. 産業衛生技術フォーラムの開催 
平成26年5月24日(土) 15:30～17:30、岡山コンベンションセンター2階 展示ホール 
テーマ: 作業環境管理におけるリスクコミュニケーション  
1.「化学物質及び作業環境測定評価結果等の周知に関する法令改正の経緯」名古屋 俊士（早大） 
2.「事業場における作業環境管理の「見える化」の現状と課題について」田吹光司郎（西日本産業衛生
会) 
3.「作業環境管理におけるリスクコミュニケーション 産業医の立場から」中元 健吾（日本ガイシ） 

4. 平成26年度第1回産業衛生技術部会幹事会の開催 
平成26年5月23日(金) 17:00～18:00、岡山コンベンションセンター４階 401会議室 
議事：(1)新任幹事について 
　　　　・森本 寛訓（川崎医療短期大学 講師、博士(臨床心理学)） 
　　　(2)平成25年度部会事業報告 
　　　(3)平成26年度部会事業計画 
　　　(4)その他 
　　　　・企業所属の幹事・部会員の増加について 
　　　　・全国協議会の共催について 
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5. 平成26年度第２回産業衛生技術部会幹事会の開催 
平成26年9月25日(木) 13:00～14:00、金沢市文化ホール2階 大集会室  
議事：(1)今般の部会関係行事について 
　　　(2)産業医・産業看護全国協議会の共催について 
　　　(3)来年春の学会（大阪）における部会行事案について 
　　　(4)個人ばく露測定に関する委員会報告について 
　　　(5)次年度事業予算案（別紙）および事業計画案について 
　　　(6)中明賞（産業衛生技術部会奨励賞）候補者推薦について 

6. 第19回産業衛生技術専門研修会の開催 
平成26年9月25日(木) 14:00～16:00、金沢市文化ホール2階 大集会室  
テーマ：「職業アレルギー」 
座長：佐藤 一博（福井大学）、谷井 秀治（金沢大学） 
講演：１．「職域における感作性物質の分類と代替法」佐藤 一博（福井大学） 
　　　２．「職業性接触皮膚炎」皆本 景子（熊本大学） 
　　　３．「職業性喘息」土橋 邦生（群馬大学） 

7. 第23回産業衛生技術部会大会の開催 
平成26年9月25日(木) 16:00～19:00、金沢市文化ホール2階 大集会室  
テーマ：「化学物質のリスクアセスメントの実際」 
座長：中元健吾（日本ガイシ） 
講演：１．「改正労働安全衛生法（化学物質に係るリスクアセスメントの義務化）について」 
　　　　　増岡 宗一郎（厚労省 安全衛生部化学物質対策課） 
　　　２．「コントロールバンディング」山田 憲一（中災防 労働衛生調査分析センター） 
　　　３．「リスクアセスメントにおける簡易測定」村田 克（早稲田大学） 

8. 各委員会の活動 
(1) 企画運営委員会 
　下記の通りに委員会を開催し、部会企画等の運営を検討した。 
　第1回：平成26年9月20日(土) 12:00-14:00、早稲田大学環境資源工学科会議室 
　第2回：平成26年12月20日(土) 15:30-17:30、早稲田大学環境資源工学科会議室 
　第3回：平成26年2月28日(土) 11:00-13:00、早稲田大学環境資源工学科会議室 
(2) 教育研修委員会 
　産業衛生技術専門研修会（第17回および第18回）を開催した。 
(3) 広報委員会 
　部会ホームページおよびメーリングリストの維持管理を行った。 
(4) 表彰委員会 
　今年度の中明賞（産業衛生技術部会奨励賞）受賞者を選定した。 
(5) ４部会コラボレーティング委員会 
　４部会合同セミナー、リレーワークショップを他部会と共同で開催した。 

9. 各地方会の活動 
(1) 北海道地方会 
産業医・産業看護・産業技術3部会　合同研修会 
平成27年3月７日　於：北海道大学 国際交流会館 
1. 労働安全衛生の課題と取り組み 
2. 職場における感染症対策 
3. 最近の労働衛生行政について 
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(2) 東北地方会 
参加者：４名。山形産業保健総合支援センターに寄せられた実地相談の中から、特に印象深かった３つ
の事例を紹介した。 
＜事例１＞食肉公社での豚の鳴き声の低減化策 
と畜場内での豚の鳴き声は、最大値で111dB 、作業場内の等価騒音レベルの平均値で94dBとなってお
り、作業者が難聴になる恐れが高いことから、豚の通路沿いに防音壁を設置することを提案。防音壁の
回折効果についても予測計算した。その結果、概ね27dB程度の低減化が期待できることを報告した。 
＜事例２＞ディーゼル排気ガスの健康影響について 
ガラス製品製造事業場において、フォークリフト運転者から、ディーゼル排気ガスへの曝露によって、将
来、肺がん等の病気になるのではとの不安が安全衛生委員会に寄せられた。社内で説明を試みたが納得
が得られず、センターへの相談となった。粉じん計等の測定器を持参し、フォークリフトの運転席等で粉
じん濃度等を実測し、後日、PM2.5の環境基準などと比較をしながら、リスクの程度などを説明。リス
クコミュニケーションの重要性を認識した。 
＜事例３＞印刷工場の環境対策 
オフセット印刷作業場内の有機溶剤濃度の低減化策について、所轄監督署からの紹介で実地相談に伺っ
た。定期作業環境測定の結果では第2管理区分となっており、局所排気装置等の設置もないことから具体
的な工学的対策の提案を期待された。しかし、測定の結果から、各測定点の濃度がほぼ均一であり、有
害物質が作業場全体に拡散していること、主たる発生源は恐らく印刷物（紙）そのものであり、それら
は高速で移動すること、印刷機本体にフード等を取り付けることは構造上難しいこと、プッシュプル換
気装置を導入した場合、数千万単位の費用が係ると予想されることなどを説明。やみくもに工学的な対
策を導入しても効果は期待できないことから、妥協案として、空調を含めた全体換気量を現状の2倍にす
ることをメインとする当面の対策案を提示した。 
話題提供のあと、技術部会のメンバーをいかに増やすかについて、意見交換を行い、取りあえず各県毎
に心当たりをあたってみることとした。参加者が少ないため、東北6件県それぞれにキーパーソンをおき
たい。 
(3) 関東地方会 
•第33回関東産業衛生技術部会（第264回例会を兼ねた） 
平成26年6月28日(土)、十文字学園女子大学（2月8日開催予定が大雪のため順延）、参加者187名 
教育講演：「精神栄養学－精神疾患の新たな治療・予防法としての食事－」功刀浩先生（(独)国立精神・
神経医療研究センター） 
シンポジウム：「食生活から心の健康を支援する」石田裕美先生（女子栄養大）、野口律奈先生（帝京
平成大）、鈴木亜紀子先生（お茶の水女子大）、佐藤愛香様（西洋フード･コンパスグループ（株））　　　     

•第34回関東産業衛生技術部会 
平成27年1月27日(火)、十文字学園女子大学巣鴨キャンパス、参加者35名  
メインテ－マ「新たな受動喫煙対策の必要性について」 
「職場における受動喫煙防止の法改正について」宮内博幸先生（産業保健協会） 
「職場ですすめる喫煙対策事例」加部勇先生（古河電工㈱統括産業医） 
「子供をタバコから守るために、FCTCの遵守を」齊藤麗子先生（十文字学園女子大） 

•第35回関東産業衛生技術部会 
平成27年2月10日（火）、慶應義塾大学医学部 予防医学校舎講堂、参加者50名 
「化学物質の職業曝露限界値の設定－特に不確実性係数の取り扱いについて－」櫻井治彦先生（産業医
学振興財団） 
「リフラクトリーセラミックファイバー（別名セラミック繊維、RCF）について学ぶ」藤井幹也様、戸
塚優子様（セラミックファイバー工業会） 

(4) 北陸甲信越地方会 
　第19回産業衛生技術専門研修会「職業アレルギー」（金沢市文化ホール、９月２５日）を開催した。 
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(5) 東海地方会 
１）世話人会を2014年6月21日（土）に中部大学三浦記念会館(名古屋キャンパス)において開催し、昨年
度活動会計報告、世話人体制の確認、今年度の活動計画等について検討した。 
２）2014年度特別企画（第6回東海産業衛生技術部会特別講演会）として、以下の特別シンポジウムを
2014年12月6日に中部大学三浦記念会館610教室にて那須民江先生の座長の下に開催した。参加者54名 
講演１　飛鳥 滋 先生（(公社)日本作業環境測定協会）「改正労働安全衛生法と化学物質のリスク管理」 
講演２　菅沼 要一郎 先生（浜松ホトニクス(株)）「弊社における化学物質管理」 
講演３　晋山 和之 先生（(株)スズキ部品製造スズキ精密工場）「特化則改正による現場の化学物質 
　　　　　　　　管理とその対応～コバルト法令改正に伴う、現場（弊社）の取り組みの事例紹介～」 
３）産業衛生学会東海地方会が主催する第27回産業保健スタッフのための研修会に部会として共催し、
協力活動を実施した。 
・決算報告(2015/2/28)　　収入  支出                                      
　　　　　　　　　　　　　前年度繰越金 7,493 円 　第6回特別企画講師交通費 32,060 円                
　　　　　　　　　　　　　地方会助成 15,000 円 　会場費(警備料含む) 6,739 円                            
　　　　　　　　　　　　　本部助成 40,000 円 　振込手数料 432 円                                             
　　　　　　　　　　　　　口座受取利子 5 円 　次年度繰越 23,267 円                                          
　　　　　　　　　　　　　小計 62,498 円 　小計 62,498 円                                                      
(6) 近畿地方会 
技術部会の研究会を開催した。 
表題「中国の職業病症例と日本の職業病症例の報告会とその予防としての保護具」。 
研究会目的：この報告を聞き症例の原因を確かなものするのに必要な測定技術（臨床検査以外）を理解
するために行った。予防のための保護具の使用範囲が変わりつつあり、新しい保護具の種類も多様化し、
予防のための保護具の選び方についても勉強をしました。 
この研究会はJICA関西の協力を得て２名の通訳で行いました。参加人員は30名。 
主催：日本産業衛生学会・近畿地方会・産業衛生技術部会 
日時：平成26年12月14日（日曜）　13時30分～16時30分 
場所：貸会議室　ユーズ・ツウ 
講演：１）鉛中毒の一自験例 
　　　　　（独）労働者健康福祉機構 大阪労災病院、 治療就労両立支援センター　久保田昌詞 
　　　２）急性トリメチルスズ中毒について　上海市肺科医院・上海市職業病医院　孫道遠  
　　　３）自験例も含めたインジウム肺の症例　慶應義塾大学・医学部　中野真規子 
　　　４）四川大学華西第四医院業務紹介　四川大学・華西第四医院　趙立強 
　　　５）曝露予防対策としての保護具について　興研株式会社　篠宮真樹 
座長：名古屋大学名誉教授　竹内康浩 
(7) 中国地方会 
1) 産業衛生技術フォーラム2014（第87回日本産業衛生学会(岡山)） 
2) 第18回産業衛生技術専門研修会（第87回日本産業衛生学会(岡山)） 
3) 中国四国産業衛生技術部会合同研修会(第13回) 
日時：2014年11月29日(土)14:00～15:30 
場所：広島大学医学部保健学科2F小講義室(206) (第58回中国四国合同産業衛生学会開催時) 
テーマ｢介護労働者の安全衛生と健康管理｣ 
座長：森本寛訓（産業衛生技術部会中国地方幹事　川崎医療短期大学） 
1. 社会福祉施設の安全衛生活動　―介護労働の実態（本研修会テーマの背景）等― 
   田口豊郁（産業衛生技術部会中国地方幹事　川崎医療福祉大学） 
2. 介護労働者の腰痛予防対策 
   岩崎喜久雄（岩崎労働安全衛生コンサルタント事務所長） 
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(8) 九州地方会 
平成26年度日本産業衛生学会九州地方会学会期間中に産業衛生技術部会の自由集会を開催した。参加者
25名。 
１．日時　平成26年6月21日（土）14:30～16：30 
２．場所　産業医科大学　6号館　6513室 
３．内容　メインテーマ：これからの産業衛生技術職に求められるもの 
　　１．基調報告「個人曝露濃度測定・評価導入で求められる人材と能力」 
　　　　　　　保利　一先生　（産業医科大学　作業環境計測制御学） 
　　２．現場の若手産業衛生技術職からの報告 
　　(1)　吉永次郎氏（公益財団法人　福岡労働衛生研究所） 
      (2)　青木隆昌氏（国立大学法人　熊本大学　運営基盤管理部） 
      (3)　河野　亮氏（三井化学株式会社　岩国大竹工場） 
      (4)　嶋田由華氏（株式会社アサヒテクノリサーチ） 

III. 平成27年度事業計画案 
1. 平成27・28年度産業衛生技術部会体制(案) 
部会長　：加藤隆康（グッドライフデザイン） 
副部会長：田中 茂（十文字学園女子大）・橋本晴男（東工大） 
監事　　：中明賢二（麻布大） 
幹事： 
＜北海道＞ 
 武田秀勝（北星学園大）［地方会担当］ 
 池田和博（中災防北海道） 
＜東北＞ 
 板井一好（岩手医科大） 
 進藤 拓（東北大）［地方会担当］ 
＜関東＞ 
 岸田孝弥（労研） 
 武田繁夫（中災防） 
 大西明宏（安衛研） 
 落合孝則（東工大） 
 近藤充輔(近藤労働衛生コンサルタント事務所) 
 田中 茂（十文字学園女子大）［地方会担当］ 
 中明賢二（麻布大） 
 中村憲司（安衛研）［経理担当］ 
 名古屋俊士（早大） 
 橋本晴男（東工大） 
 原 邦夫（帝京大） 
 宮内博幸（産業保健協会） 
 村田 克（早大）［総務担当］ 
 山野優子（昭和大） 

＜北陸甲信越＞ 
 谷井秀治（金沢大）［地方会担当］ 
＜東海＞ 
 城 憲秀（中部大）［地方会担当］ 
 土屋真知子（静岡県産業環境センター） 
 加藤隆康（グッドライフデザイン） 
 中元健吾（日本ガイシ） 
 那須民江（中部大） 
＜近畿＞ 
 河合俊夫（中災防大阪）［地方会担当］ 
 長見まき子（関西福科大） 
 竹内靖人（中災防大阪） 
＜中国＞ 
 田口豊郁（川崎医療福祉大）［地方会担当］ 
 森本寛訓（川崎医療短期大） 
＜四国＞ 
 須那 滋(香川県立保健医療大)［地方会担当］ 
＜九州＞ 
 伊藤昭好（産医大）［地方会担当］ 
 大藪貴子（産医大） 
 保利 一（産医大） 

＜委員会担当＞企画運営委員会：村田 克、教育研修委員会：宮内博幸、 
　　　　　　　広報委員会：大西明宏、企業安全衛生グループとの交流委員会：野原誠一郎、 
　　　　　　　表彰委員会：名古屋俊士、４部会コラボレーティング委員会：落合孝則  
＜事務局＞ 村田 克、宮内博幸、中村憲司 
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2. 産業衛生技術部会幹事会の開催 
第１回：平成27年5月15日(金) 12:55-13:55　コングレコンベンションセンター（B２F）・会議室１ 
第２回：平成27年9月19日(土) 周南市文化会館Ｂ１階・第４会場 

3. 第20回産業衛生技術専門研修会の開催 
平成27年5月15日(金) 15:45-17:45　コングレコンベンションセンター（B２F）・Ｅ会場 
テーマ：「リスクアセスメントの曝露測定技術としての作業環境測定、個人ばく露測定、生物学的モニ
タリングの応用」 
座長：河合俊夫、演者：宮内博幸、佐本一、城山 康 

4. 産業衛生技術部会総会の開催 
平成27年5月16日(土) 15:30-16:30　ナレッジキャピタル カンファレンスルームC（８F）・Ｈ会場 
産業衛生技術部会奨励賞(中明賞)授賞式： 
　片岡直也氏（株式会社豊田自動織機）、山本忍氏（産業医科大学） 

5. 産業衛生技術フォーラムの開催 
平成27年5月16日(土) 16:30-18:30　ナレッジキャピタル カンファレンスルームC（８F）・Ｈ会場 
座長：保利 一、演者：橋本晴男、原邦夫、宮内博幸、中原浩彦 

6. 第25回産業医・産業看護全国協議会(平成27年9月16日(水)～19日(土)、周南市) 関連行事 
1) シンポジウム２(技術部会企画)「受動喫煙の工学的対策(仮題)」（全国協議会行事） 
平成27年9月18日(金) 10:00-12:00　周南市文化会館３階・第２会場 
2) 産業衛生技術部会行事 
平成27年9月19日(土)　周南市文化会館Ｂ１階・第４会場 
　9:00-11:00 第20回産業衛生技術部会専門研修会     
　12:00-13:00 産業衛生技術部会幹事会   
　13:00-16:00 第24回産業衛生技術部会大会  
3) 部会合同企画行事　4部会合同セミナー 
平成27年9月16日(水)～17日(木)、周南市市民館(保健センター)講義室１(３階)他 

7. 各委員会の活動 
(1) 企画運営委員会 

委員会を４回程度開催し、各部会事業の企画運営を行う。 
(2) 教育研修委員会 

産業衛生技術専門研修会（第20回および第21回）を開催する。 
(3) 広報委員会 

部会ホームページ、メーリングリストの維持管理および部会メールマガジンを刊行する。 
(4) 企業安全衛生グループとの交流委員会 

全国衛生管理者協議会等を通じて講師派遣やその広報を行う。 
(5) 表彰委員会 

中明賞（産業衛生技術部会奨励賞）受賞者２名を選定する。 
(6) ４部会コラボレーティング委員会 

産業医産業看護全国協議会（2015.9/16～19、周南市)において、 
9月16日(水)～17日(木)に４部会合同セミナー（クリーニング工場、製紙工場）、 
9月18日(金)に４部会合同職場セミナーアドバンスコースを行う。 

８．各地方会の活動 
(1) 北海道地方会 
産業医・産業看護・産業技術3部会合同研修会　テーマ及び期日未定 
産業環境測定協会北海道支部、産業保健総合支援センターとの共催研修会　期日未定 
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(2) 東北地方会 
今年度の活動予定は、東北地方会で、引き続き、キーパーソン設置と活動方針の確定を話し合います。 
話題としては、注目されている、リスクアセスメントについて、秋田環境分析センターの森先生から講義
をいただけることを快諾いただきました。 
(3) 関東地方会 
年3回の研修会の開催を行う計画 
(4) 北陸甲信越地方会 
「化学物質の個人ばく露測定のガイドライン」報告会の開催など 
(5) 東海地方会 
１．2015年度活動計画 
　１）定期世話人会を年度内に１回開催する。その他必要に応じ臨時世話人会を開催する。 
　２）2015年度特別企画を開催する。具体的な内容については、世話人会において検討して決定する。 
　３）産業衛生学会東海地方会が主催する第28回産業保健スタッフのための研修会に部会として共催
し、協力活動を実施する。同研修会の企画運営委員として部会から伊藤由起世話人を推薦する。 
２．予算 
収入  支出                                      
　前年度繰越金 23,267 円 　2015年度特別企画講師交通費 50,000 円           
　地方会助成 15,000 円 　会場費 5,000 円                                               
　本部助成 40,000 円 　会議費 3,000 円                                                  
　口座受取利子 5 円 　予備費 20,272 円                                                  
　小計 78,272 円 　小計 78,272 円                                                        
(6) 近畿地方会 
中国との交流と研究会を開催したい 
(7) 中国地方会 
1) 第25回産業医･産業看護全国協議会(9/16水～9/19土，山口県周南市)と合同開催 
　1. 第20回産業衛生技術専門研修会(9/1９土) 
　2. 第24回産業衛生技術部会大会(9/19土) 
　3. 産業技術部会企画シンポジウム(9/18金)(全国協議会内のプログラムとして) 
2) 中国四国産業衛生技術部会合同研修会(第14回) 
　第59回中国四国合同産業衛生学会(2015年12月5日愛媛 予定)中に開催 
(8) 九州地方会 
平成27年8月下旬もしくは9月上旬に、平成26年度と同様な集会を産業医科大学で開催する。 
基調報告は、「化学物質の個人ばく露測定のガイドライン」報告とし、九州・中国地区の若手産業衛生
技術職からの報告を4名程度依頼する。 
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